
食品衛生トピックス《2014/8/4》 

○ ポーランド産牛肉等の輸入手続停止措置が解除されたことについて 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《対象品目》 

ポーランド農業村開発省から認定された対日輸出認定施設において、とさつ、解

体、分割又は細切された牛肉及び牛臓器（食肉製品等の加工品は含まない。）とす

ること。また、上記以外でポーランドにおいて、とさつ、解体、分割又は細切された牛

肉、牛臓器及び牛由来原材料を含む食品及び添加物のうち、食品衛生法第９条第２

項に基づき証明書を要するものについてはこれを受け入れないこと、要しないものに

ついては輸入しないよう指導することとされました。 

 

《その他》 

検査及び調査の結果、ＳＲＭの混入又は月齢条件に適合しないと判定された場合

には、当該ロットを法第９条第２項に違反するものとして取り扱われます。 

厚生労働省は、食品安全委員会における「ポーランドから輸入

される牛肉及び牛の内臓に係る食品健康影響評価」を踏まえ、

ポーランド政府と協議の上、新たにポーランド産牛肉等に関す

る対日輸出プログラム（EVP）を定めました。 

また、平成２６年８月１日付け監視安全課長通知により、停止さ

れていた輸入手続きが解除されました。 

なお、BSE発生国のうち輸入手続停止措置が解除された国は、

アイルランド、アメリカ合衆国、オランダ王国、カナダ、フランス共

和国、ポーランドの６ヶ国となりました。 














